



神淡路大震災である。2011 年 3 月 11 日に発生
した東日本大震災に際し、協会は被災地でボラ
ンティア活動をする構成員を募集し派遣する活








た。125 名に調査用紙を郵送し 79 名より回答が



























































































































2) 調査期間：2017 年 8 月 1 日～ 9 月 10 日
３．倫理的配慮















構 成 は 30 代 1 名、40 代 5 名、50 代 1 名、60
が 1 名だった。経験年数の平均は 18.8 年だった。
表１　インタビュー調査対象者の属性
２．インタビュー調査の結果
　録音データは 4 時間 58 分だった。逐語記録
を、研究目的に引き寄せてコーディングを行い、


































時期は 2011 年 6 月～ 11 月。期間は 1 週間。派


















































































インパクト〉に [ 衝撃 ] を受ける。報道等によっ
て接触した情報とは「インパクトが違って」、「圧
倒的な災害の爪痕」を体感している。そこに [ 戦
争があったのか ] と見紛うほどの [ 全体が灰色 ]
な風景に身を置き、津波の痕跡を辿りながら「が
れきに、ビデオテープが落ちていた」と生活の名
残を脳裏に焼き付け、[ ここで生活していた ] 人
の営みの手掛かりを得ている。さらに津波到達区
域と、日常を維持している区域が隣接している状
況の [ 不条理 ] に打ちのめされている。そして、〈余




れた」住民を対象とした [ メンタルヘルス ] 活動




れて」、[ なかなか飲み込めない ] 苦しさを「記録
に落としていくのに時間がかかる」とふりかえっ
ている。さらに [PSW 行って何ができるのか ][ 後











　また、このような [ 生々しい話 ] に接しながら



























○○ ] として「より所属から離れた一人の PSW、
ソーシャルワーカーという意識」を吟味し、メ
ンタルヘルスを職能とする PSW が災害支援にコ








本としていた。活動中は [ ワーカー同士 ] で行動






















しないで ][ 語り合える体制 ]、[ 食とストレス発





























































































・保正友子・竹沢昌子・鈴木眞理子ほか (2003)『成長するソーシャルワーカー　11 人のキャリアと人生』165, 筒井書房
・石田易司・谷内祐仁・脇坂博史ほか (2013)「学生の災害ボランティア活動と教育効果『桃山学院大学社会学論集』47(1)
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